
Windowsパソコンでのご利用手順

Windows Vista, XP, 2000, Me, 98 Second Edition のパソコンでお使いの場合

パソコンへの接続

 Windows 98 Second Edition（以下Windows 98SEと表記）をお使いの場合 

HandyDriveをパソコンに接続する前に、ドライバソフトのインストールが必要です。
ドライバソフト、ユーザーズガイドはHandyDrive製品情報ページ（http://hdd.fujitsu.com/jp/）
からダウンロードしてください。

 HandyDriveのUSBコネクターに、USBケーブル
の小さい方のコネクター（mini-Bコネクター）を
接続します。

 パソコン本体のUSBコネクターに、USBケーブ
ルの大きい方のコネクター（Aコネクター）を接続
します。初めて接続した場合は、〔新しいハードウェ
アがインストールされ、使用準備ができました。〕
が表示されるまでお待ちください。

 ［スタート］メニューから［マイコンピュータ］を選択します。

 HandyDriveのアイコンが追加されていれば正常に動作
しています。（右図はWindows XPの例です。）

テレビ録画など、1つのファイルの大きさが4GBを超えるデータを保存される場合
¡ご購入時のFAT32形式のフォーマットでは、4GBの大きさを超えるファイルを保存することはできません。
¡ Windows Vista、Windows XPまたはWindows 2000のパソコンをお使いの場合は、あらかじめHandyDrive
をNTFS形式に再フォーマットすることにより、4GBの大きさを超えるファイルを保存することができます。
再フォーマット手順は、この頁の右の「NTFS形式に再フォーマットをする場合」をお読みください。

¡ Windows Me、Windows 98 Second Editionでは4GBの大きさを超えるファイルを保存することはできま
せん。

パソコンからの取り外し

 タスクトレイに表示されているアイコンを左クリックします。

 Windows Vistaの場合は を左クリック。

 Windows XP/2000/Meの場合は、 を左クリック。

 Windows 98SEの場合は、 を左クリック。

 表示されている次のメニューを左クリックします。*
 Windows Vistaの場合〔USB大容量記憶装置 － ドライブ（F:）を安全に取り外します〕
 Windows XPの場合〔USB大容量記憶装置デバイス － ドライブ（F:）を安全に取り外します〕
 Windows 2000の場合〔USB大容量記憶装置デバイス － ドライブ（F:）を停止します〕
 Windows Meの場合〔USBディスク－ ドライブ（F:）の停止〕
 Windows 98SEの場合〔FUJITSU HandyDrive200を安全に取り外す：ドライブ（F）〕
 文字“F”の部分を含む表示はお使いのパソコンによって異なる場合があります。

 ＊ ゴミ箱を共有すると中にファイルが残っていた場合、取り外せない事があります。  ゴミ箱を
空にした後、再度取り外しを行ってください

 下記のメッセージが表示されたら、Windows XPでは右上の閉じるボタン を、Windows Vista/
Windows 2000/ Me/98SEでは［OK］を左クリックします。

  Windows Vistaの場合  Windows XPの場合
   

       Windows 2000/Me/98SEの場合

 USBケーブルを取り外します。

1

2

HANDY100（F:）
アイコンの数字は、

お使いのモデルにより異なります。

HandyDrive 専用　活用ソフトウェアのご紹介

NTFS形式に再フォーマットをする場合

 再フォーマットを行うとHandyDrive内のすべてのデータが消去されます。
 必要なデータのバックアップを行ってください。

 フォーマットの設定によっては、再フォーマットに1時間以上かかる場合があります。

 フォーマットを中断した場合、HandyDriveのアイコンが表示されなくなる場合があります。
このような場合、HandyDrive製品情報ページ（http://hdd.fujitsu.com/jp/）より提供の
ハードディスクフォーマットツールを使用することにより、復旧できる場合があります。

¡ ご購入時のHandyDriveは、FAT32形式にフォーマットされています。
¡ Windows Vista、Windows XP、Windows 2000 Professionalのパソコンをお使いの場合、テレビ録画など1つ
のファイルの大きさが4GBを超えるデータを保存するときは、あらかじめHandyDriveをNTFS形式に再フォーマッ
トする必要があります。

¡ 以下の手順で再フォーマットしたHandyDriveはNTFS形式となり、Windows Vista、Windows XPおよび
Windows 2000 Professional以外では読み書きできません。

  Windows XPまたはWindows 2000 Professionalの場合

 「コンピュータの管理者」あるいは「Administratorsグループ」に所属するアカウントでログインしま
す。

 ［マイコンピュータ］を開きます。

 HandyDriveのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから［フォーマット］を選択します。

 Windows 2000でお使いの場合は、［ファイル システム］からNTFSを選択します。（Windows XP
ではNTFS以外を選択できません。）

 ［開始］ボタンをクリックするとフォーマットが始まります。

  Windows Vistaの場合

 パソコンにログインします。
標準アカウントユーザーでログインした場合は、手順4において管理者のパスワードが必要となります。

 ［マイコンピュータ］を開きます。

 HandyDriveのアイコンを右クリックし、表示された
メニューから［フォーマット］を選択します。

 ユーザーアカウント制御の画面に対し、管理者アカウント
のパスワードを入力し［OK］ボタンをクリック。

 管理者アカウントのパスワードが設定されていない場合は、そ
のまま［OK］ボタンをクリック。

 ファイルシステムが、NTFS（既定）となっていることを
確認し、［開始］ボタンをクリック。

 警告表示に対し、［OK］ボタンをクリック。フォーマット
が始まります。

FAT32形式に再フォーマットをする場合

以下の場合は、Windowsのフォーマット機能ではFAT32形式に再フォーマットできません。
「HandyDrive専用 活用ソフトウェアのご紹介」に記載しております、ハードディスクフォーマットツール
をご利用ください。

¡ NTFS形式に再フォーマットしたHandyDriveを、Windows MeまたはWindows 98 Second Edition

においてFAT32形式に再フォーマットしたい場合。

¡ Windows Vista、Windows XPまたはWindows 2000 Professionalをお使いの場合。

手順4画面例

活用ソフトウェアをHandyDrive製品情報ページ（http://hdd.fujitsu.com/jp/）より、無料提供。

●ハードディスクパスワードロックツール
Windows Vista/Windows XP/Windows 2000 Professional 用

¡ディスク全体をパスワードで保護します。

¡パスワードロックがかかった状態のドライブは、アイコンが表示されず、読み書きできません。

¡簡単操作で、強固なセキュリティを実現。

●Windows 98SEパソコン用ドライバソフト

Windows 98 Second Editionのパソコンでお使いになる場合は、HandyDriveを接続する前に

本ドライバソフトをインストールする必要があります。

●ハードディスクフォーマットツール
Windows Vista/Windows XP/Windows 2000 Professional

Windows Me/Windows 98SE用

¡ドライブを購入時の状態に戻すリカバリー機能。*

¡複数区画作成機能。

¡消去したデータの不正な読み出しを困難にする、区画削除時のデータ消去機能。

¡ Windows Vista/Windows XP/Windows 2000 Professionalでは作成できない、32GBを超

えるFAT32区画の作成機能。
＊ ハードディスクパスワードロックツールによりパスワードを設定し、ロック状態のドライブをフォーマットするこ

とはできません。

　ハードディスクパスワードロックツールにより設定したパスワードを消去することはできません。

Macintoshパソコンでのご利用手順

Mac OS 9.0.4 ～ 9.2.2のパソコンでお使いの場合
■ 最初にMac用に再フォーマットを行ってください

 既にHandyDriveの中にデータを保存している場合、
 以下の手順を実行するとデータが全て失われます。

 Mac OSを起動します。 
 マルチユーザーが有効となっている場合はオフにしてください。 
 まだ本製品は接続せず、Mac OSを起動してください。本製品は手順5になってから接続します。

 本製品以外のUSB接続されているストレージ機器を取り外します。
 （FireWire接続のドライブをお使いの場合、起動に使用しているFireWireドライブ以外を取り外します。）

 ［コントロールパネル］の［機能拡張マネージャ］を
クリックします。

 ［File Exchange］を無効にし（使用/停止を□に 
する）［再起動］ボタンをクリックします。 Mac 
OSが再起動します。

 HandyDriveのUSBコネクターに、 USBケーブル
の小さい方のコネクター （mini-Bコネクター）を
接続します。

 パソコン本体のUSBコネクターに、 USBケーブ
ルの大きい方のコネクター （Aコネクター）を接続
します。

 初期化画面が表示されます。

  

 ［名前］にハードディスクの名称を
設定します。

 ［初期化］をクリックし、表示に対し［続ける］を
クリックするとフォーマットが始まります。

 フォーマットの完了後、ハードディスクの
アイコンが増えていることを確認します。

 ［コントロールパネル］の［機能拡張マネージャ］を選択してください。

 ［File Exchange］を有効にし（使用/停止を にする）、［再起動］ボタンをクリックします。 
Mac OSが再起動します。

■ 接続手順

パソコンへの接続

本製品はいつでも接続することができます。上記の手順5および手順6により、接続します。

パソコンからの取り外し

 デスクトップに表示されているHandyDriveのアイコンを、ゴミ箱にドラッグ&ドロップします。

  

 HandyDriveのアイコンが消えたことを確認します。

 HandyDriveのアクセスランプの点滅が完了してからUSBケーブルを取り外します。

5

6

［フォーマット］の［Mac OS 拡張93.1GB］
を選択します。（画面の表示はお使いのモ
デルにより異なります。）

再フォーマットは必ずMacOS拡張フォーマ
ットで再フォーマットしてください。他のフ
ォーマット形式は動作対象外となります。

ファイル操作中は取り外しできません。
ファイル操作終了後に、取り外しを行ってください。

Mac OS X10.1 ～ 10.4のパソコンでお使いの場合
■ 最初にMac用に再フォーマットを行ってください

 既にHandyDriveの中にデータを保存している場合、
 以下の手順を実行するとデータが全て失われます。

 Mac OSを起動します。 
 まだ本製品は接続せず、Mac OSを起動してください。本製品は手順5になってから接続します。
   Mac OSX 10.1～10.2の場合    管理者アカウントでログインしてください。 

 本製品以外のUSB機器をできるだけ取り外します。
 （FireWire接続のドライブをお使いの場合、起動に使用しているFireWireドライブ以外を取り外します。）

 起動ディスク（Macintosh HDD）のアイコンをダブルクリックしてください。

 ［アプリケーション（Applications）］→［ユーティリティ （Utilities）］→［ディスクユーティリティ
（Disk Utility）］ の順にダブルクリックします。

 HandyDriveのUSBコネクターに、 USBケーブルの小さい
方のコネクター （mini-Bコネクター）を接続します。

 パソコン本体のUSBコネクターに、 USBケーブルの大きい
方のコネクター （Aコネクター）を接続します。

 ディスクユーティリティの画面で本製品を選択します。
 本機種が表示されるまで2分程度かかる場合があります。

  Mac OS X 10.1～10.3の場合  

 ［パーティション］タブをクリックします。

 初期化の設定を行います。 
［ボリュームの方式］   1パーティション 
［フォーマット］         Mac OS 拡張

  Mac OS X 10.4の場合  

 ［パーティション］タブを選択し、［オプション］ボタン
をクリックします。 次に表示される画面より［Apple
パーティション方式］*を選択し、［OK］ボタンをク
リックします。

 ＊ ［Appleパーティションマップ］と表示される場合が
あります。

 初期化の設定を行います。 
［ボリュームの方式］   1パーティション 
［フォーマット］         Mac OS 拡張

       Mac OS X 10.1の場合      　［OK］ボタンをクリックします。
  Mac OS X 10.1～10.3の場合 　［パーティション］ボタンをクリックします。
       Mac OS X 10.4の場合      　［パーティションを作成］ボタンをクリックします。

 次に表示される画面で［パーティション］ボタンをクリックします。
初期化が始まります。

 フォーマットの完了後、ハードディスクのアイコンが
 増えていることを確認します。

 ディスクユーティリティを終了します。

■ 接続手順

パソコンへの接続

本製品はいつでも接続することができます。上記の手順5および手順6により、接続します。

パソコンからの取り外し

 デスクトップに表示されているHandyDriveのアイコンを、ゴミ箱にドラッグ&ドロップします。

  

 HandyDriveのアイコンが消えたことを確認します。

 HandyDriveのアクセスランプの点滅が完了してからUSBケーブルを取り外します。

5
6

画面は例です。

画面は例です。

Mac OS X 10.1の場合、ボリュー
ム名が設定されません。アイコンの
ボリューム名をクリックし再度設定
してください。

ファイル操作中は取り外しできません。
ファイル操作終了後に、取り外しを行ってください。

● Mac OSとWindowsではファイル名に使用できる文字が異なります。本製品を、ご購入時のままMac OSでお使いになった場合、FAT32で扱えないファイル名で書き込んだ時、正常に読み出せないことがあります。
● 以下の手順により、Mac OS拡張形式に再フォーマット後は、他のMacintoshでもそのままお使いになれます。Macintoshで再フォーマット後は、Windowsパソコンで読み書きできません。
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